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北 海道 中軸部 ， 日高帯 ・ 中の 川層群 に お い て認 め られ る

3帯の petroprovince とその 意義

七 　山 太 ＊

　　　　　　Three　petroprovinces 　ide皿 tified　in　the　Nakanogawa 　Group
，

Hidaka　Belt
，
　central 　Hokkaido ，

　Japan，　and 　their　geotectonic　significance

Futoshi　Nanayama ＊

Abstmct 　The 　 existence 　 of 　 two 　 arc
−trench 　 systems ，　 one 　 resulting 　 from 　 westward

subduction 　beneath　the　eastern 　side 　of 　Eurasia（Pa 至eo −Japan　arc −trench 　system ），　 and 　the
other 　from　northward 　subduction 　beneath 　the　southern 　side 　of　the　Okhotsk　terrain （Pa王eo

−Kuril　arc −trench　system ），
　are 　recognized 　in　central 　Hokkaido 　during　the　late　Cretaceous

to　early 　Paleogne．　The 　Hidaka　Belt
，
　related 　to　the　above 　mentioned 　two　systems ，　is　mainly

composed 　 of 　 late　 Cretaceous　 to　 Paleocene　 turbidite　 facies，　 Such　 facies　 must 　 have
accumulated 　near 　the　trench 　area 　and 　later　contributed 　 to　the　respective 　accretionary

bodies．　However ，　previous 　to　this　study 　the　provenance　Qf 廿ユe 　terrigenous 　material 　and 　the
sedimentary 　framework　have　not 　been　made 　clear ．　The 　Nakanogawa 　Group ｛n 　the　Hidaka
Belt　is　now 　divided　into　three　petroprovinces ： zone 　 I ， 乞one 　II　 and 　zone 　III（south 　to　nQrth ）
according 　to　sandstone 　petrology 　and 　paleocurrent 　directions．　The 　modal 　component 　 of

rocks 　from　zone 　 I　 indicates　they　are 　characteristically 　rich 　in　volcanic 　rock 　fragments　of
intermediate　 to　 basic　 composition ，　 clinopyroxene 　 and 　hornblende，　 and 　 poor 　 in　 quartz，

sedimentary 　and 　plutonic　rock 　fragments．　The 　 cha ．racteristics 　of　zone 　 I　 indicate　that
turbidites　derived　from　an 　undissected 　and 　primitive　arc 　region （Paleo−Kuril　arc 　region ）
closely 　correlate 　to　those　of　the　Nemuro 　and 　Saroma 　Groups　which 　accumulated 　near 　the

Paleo−Kuril　 arc 　 region ．　 The 　 modal 　 component 　 of 　 rocks 　 from 　 zone 王正I　 consists

predominantly　of 　monocrystalline 　quartz，　K −feldspar　and 　is　characteristically 　rich 　in　acidic
volcanic 　and 　tectonite　fragments．　The　characterist ｛cs　of　zone 　III　 indicate　that　turbidites　are
derived　from　a　dissected　mature 　arc 　reg ｛on 　or　active 　continental 　margin （Paleo−Japan　arc
region ），　The 　characteristics 　of 　rocks 　from　zone 　II　 suggest 　they　are 　intermediate　between
zone 　I　and 　zone 　III、
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は 　 じ　 め　 に

　北海道中軸部の い わ ゆ る
“
中生界

”
は ， 198  年代以

wa　2つ の 島弧海溝系 ， すなわち ユ ーラ シ ア東縁を構

’ 北 海 道 大 学 理 学 部 地 質 学 鉱 物 学 教 室。Department　 of

　　Geology　and 　Mineralogy，　Faculty　of 　Science，　Hokkaido
　　University

，
　SapPoro　O60，　Japan．

成 し て い．た 古東北 日本 弧 とオホーツ ク古陸縁辺を

構 成 し て い た 古千島弧 に 由来 す る 地質体 で あ る と

す る説 が有力 で あ る （た と えば ， 岡田 ， 1979；君波ほ

か ， 1985；木村 ・玉 木 ， 1985；木村，199  ）．特 に そ

れぞれ の 前弧海盆 堆積体で あ る蝦夷累層群 と根室

層群 と の 問 に 広 く分布す る 日高帯の 日 高累層群 は ，

古東北 日本弧一海溝系 に関連 し て 形成 され た最末
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期白亜紀〜古第三 紀前期の 付加体 と解釈さ れ て い

る が （た と え ば ， 君波 ， 1989）， そ の詳細は 明 か で は

ない ．本稿 で は 日高累層群 の 堆積場 や造構場 の 解明

を 目的と し た研究の
一

貫 と し て ， 中の 川層群の タ
ー

ビ ダイ ト砂岩の 主要モ ード組成か らみ た petroprov −

inceの 概要 を報告す る．

謝辞　筆者が 山口大学理学研究科在籍以来ご指導 ・

ご 教示賜 わ り，今回 の 「変動帯 の 砂岩」総研 を主催

さ れ た 山 口 大学 理 学部 の 君 波和雄助 教授 に 対 し 深

く感謝 い た しま す．ま た ， 本研究に対 し ご理解 ・ご

協力頂 い て い る 北海道大学理学部の 加藤　誠教授 ，

藤原嘉樹助教授，新井田清信博士，九州大学理学部

の 岡 田博有教授な ら び に 「変動帯の 砂岩 」総研 の メ

ン バ ー
の皆様方に対 し深 く感謝い た し ます．

地　質　概 　説

　北海道中部 か ら東部 に か け て の
“
中生界

’
は

，　君

波 ほ か （1986）に よ り西 か ら空知一
エ ゾ帯 ，

“

日高

帯
”

，

“

常呂帯
”

， 根室帯に区分さ れた （君波ほか に よ

り定義さ れ た 日高帯 と 常 呂帯 に は 以下 に
t‘”

を付 け

る）．こ の 構造 区分 に よ れば，空知
一

エ ゾ帯 は トラ ッ

プ さ れ た 海洋プ レ ート（空知層群 の下部）と そ れ を

整合 に 覆 うユ ーラ シ ア 東縁 の 前期〜後期 白亜紀の

前弧海盆堆積体 （空知層群 上 部 と蝦 夷累層群），

“

日

高帯
”
（日高累層群）は 前期 白亜紀〜後期 白亜 紀の

ユ ーラ シ ア側 へ の付加体 ，

“

常呂帯
”
は後期白亜紀に

お け る オ ホ
ー

ツ ク古陸西縁 の 海 山群 の 付加体 （仁 頃

層群）とそ の 上 位 の 前弧海盆堆積体 （湧別層群 ， 佐 呂

間層群お よ び中の川層群）， 根室帯（根室層群）は オ

ホ
ー

ツ ク古 陸南縁 に 白亜紀 後期〜古第三 紀前期に

Fig．1．　Map 　showing 　the　tectonic　divisions　of 　pre
−Neogene 　rocks 　of

Hokkaido （modified 　after 　Niida＆ Kito，1986），　and 　sampling 　sites 　for

sandstone ．　A ： Hakobuchi　Group　in　 the　Ashibetsu−Yubari　 area ，　 B ：

Hakobuchi 　Group （Utsunaigawa 　Format ｛on ），
　Cl　Hidaka　Supergroup

（Kamiokoppe 　Formation＞，　D ： Hidaka　Supergroup （Kamimaru 　 and

Kanayama 　 Complexes），　 E： Hidaka 　 Supergroup （Nipesotsu
Formation ），　 F ； Nakanogawa 　 Group ，　 G ： Saroma 　 Group （Midd 玉e

Formation ），　 H ： Nemuro 　 Group （Kawaruppu 　 and 　 Katsuh ｛ra

Formations）．
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Mg ．2．　Map 　showing 　the　tectonic　divisions　of

the　southern 　part　of　the　Nakanogawa 　Group
in　 central 　 Hokkaido ．　 H ．C ．A ．： Hiroo 　 coast

area ，　 T ．R．A ．： Toyoni　 river 　 area ，
　 R ，R．A ．：

Rekifune　river 　area ，
　BRA ．：Bisei　river 　area ，

HR 　Hiroo　fault，　 NF ：Nupinaigawa 　fault，　H ．

MB ，： Hidaka 　 metamorphic 　belt
，
　 H ．W ．G．B．：

Hidaka　western 　greenstone 　belt，　H ．M ．W ．B．：

Hidaka 　 metamorphic 　 belt（western 　 zone ），

PO ； Mt ．　 Poroshiri，　PE ： Mt．Petegari，　 K： Mt．

Kamui ，　R ：Mt ．　Rakko ，　T ： Mt ．　Toyoni ．

形成さ れ た古千島弧の前弧海盆堆積体か ら な る と

解釈 さ れ て い る．

　しか し， 最近 ， 君波 ほか （1986）に よ っ て 定義 され

た 構造 区分 に 対す る 問題点 が ，
い く つ か の新知見 か

ら指摘さ れ て い る．た と え ば ， 当時 ， 前弧海盆 堆積

体 と考 え られ て い た中 の 川層群 や湧別層 群 に つ い

て は，現在，付加体 と解釈 し て い る研究者が 多い （た

と えば ， 田近 ， 1988；七 山・
君波 ， 1989； 岡村 ・木村 ，

1989； 田近 ・岩 田 ， 1990）．また ，

“

常 呂帯
”

の 湧別層

群や中の 川層群 と
“

日高帯
”
と の 関係に つ い て は， 

両者の 間に ， ブーゲ重力異常が観察 さ れ ず （山本 ・森

谷 ，
1989）， 大規模 な断層 が 想定 しに くい こ と

，  
“

常

呂帯
”

の 湧別層群 ・中 の 川層群 と
“

日高帯
”
の 金 山 コ

ン プ レ ッ ク ス は ， と もに 東上位層が卓越し （七 山・君

波 ，
1989； 田 近 ，

ユ989）， 地質構造 が 調和的 で あ る こ

とか らも， 君波 ほ か （1986）が 示 す よ うなユ ーラ シ ア

プ レ ー ト と オ ホ ーツ ク プ レ ート の境界が 両者 の 間

に 潜伏 す る可能性 は薄 い と考え られ る．そ こ で，本

論に お い て は便宜的に ，

“
常呂帯

”
の 湧 別層群 と中の

川層群 を
“

日高帯
”
に 加 え ， 岩相 お よ び 時代 が 異 な る

イ ド ン ナ ッ プ帯（木村 ， 1985； 清川， 1989）を除 い た も

の を以下 に 日高帯 と 呼 ぶ こ と に す る （Fig．1）。ま た ，

同時 に 君 波ほ か （1986）の
“
常 呂帯

”
か ら湧別 層群 と

中の 川層群を除 き ， 仁頃層群 と佐呂聞層群か ら構成

され る地域 を常呂帯 と呼 ぶ こ とに す る （Fig．1）．

　近年， 日高帯 の 日高累層群 お よ び常呂帯の 佐呂間

層群の砕屑岩類は ， 放散虫化石年代ならび に放射性

年代の検討 （Iwata＆ Tajika，1986；Watanabe ＆

Iwata
，
　1987；田近，1988； Iwata ＆ Tajika

，
1989 ； 田

近・岩田 ， 1990；秋山 ほ か ， 1990；君波ほ か ，1990b）

か ら ， 根室帯の根室層群 と ほ ぼ 同じ最末期白亜紀
一

古第三 紀暁新世 の 堆積体 と考 え られ る よ う に な っ

た。ま た ， こ れ らの 地質体 と の 層序関係や 空間的分

布状況 は不確定なが ら ， 始新世 を示 す 地質体の存在
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 る　うち

も
一

部 に 報 告 さ れ て い る （瑠 橡 層 ：君 波 ほ か ，

1990a，ユ ヤ ン ベ ツ層 ：Watanabe ＆ Iwata，　1985）．

ま た ， 君波ほ か （1990a＞や 君 波 （1989）は ，
ユ ヤ ン ベ ツ

層お よび瑠橡層を古東北 日本弧側 へ の 付加体 と解

釈 して い るが，さ らに 今後の 詳細な検討が 必要 と考

え られ る．この うち ， 少な く と も最末期白亜紀〜古

第 三 紀暁新世 の 日 高累層群 は 古東北 日本弧 （ユ ーラ

シ ア）もしくは古千島弧 （オ ホ ーツ ク古陸）側 へ の 付

加体 と解釈 さ れ て い る （田 近 ， 1988；七 山 ・
君 波 ，

1989； 田近，1989； 田近 ・岩田，1990； ほ か ）。日高山

脈東縁 に は ， こ の 最末期 白亜 紀〜古第三 紀暁新世 の

日高累層群で あ る中の 川層群が露出す る （岡村 ・木

村 ，
1989；七 山 ・君波 ，

1989）（Fig．2）．

　中の 川層群 の 構造は，中央部 の ヌ ピ ナイ川断層以

北 （北部 ユ ニ ッ ト）と以 南（南部 ユ ニ ッ ト）と で 大 き

く異な る （紺谷， 1978；七 山・君波 ， 1989）．南部ユ ニ ッ

トに お い て は，北北西
一南南東 系 の 走 向が 卓越 す

る．そ れ に 対 して ， 北部 ユ ニ ッ トの 走向は北東一南

西系が卓越し ， しか も， 東部域ほ ど そ の走向が 東に

振れる．両地域 とも多数 の走向性 の 断層 お よび褶曲

構造が観察さ れ，同
一

層序が ア コ ーデ ィ オ ン 状 に 繰

り返 す ．ま た 両地域 の 走向 は ， 日 高変成帯 の 走向 と

明瞭 に 斜 交 し て い る （酒 匂 ほ か ，1963；秋 葉 ほ か ，

1975；紺谷 ， 1978XFig．2）．こ の事実 は ， 現在の 中の

川 層群の
“
く

”

の 字形 構造 を含 めた基本構造 の成立

が 日高変成帯 か ら得 られ て い る最古 の 年代 値 （Ca．

56Ma ：古第三 紀暁新世後期；Owada 　et　a9．，1991）

よ り古 い こ とを示 して い る．すなわち ， 中 の 川層群

の堆積 は，暁新世後期以前に終了 し て い た こ と に な

る．

　今 回 の 検討地域 は，南部 ユ ニ ッ トの 広尾海岸地域

と豊似川地域 ， 北部ユ ニ ッ トの歴舟川地域 と美生川
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地域 で あ る （Fig．2）．

層　序　概　説

1。南部 ユ ニ ッ ト

a ．広尾海岸地域 ・豊似川地域

　中の 川層群 ・南部 ユ ニ ッ トは
， そ の 束縁部 に 分布

す る広尾層 と中一西部 に広 く分布す る 上 豊似層 に

区分 される（Figs．4＆ 5）．広尾層は ， 破断した ター

ビ ダイ ト互層中 に 海洋 島起源 の 海洋性複 合岩体 を

含む メ ラ ン ジ相 （広尾 メ ラ ン ジ ）と 層 厚 1DOOm の

タービ ダイ ト相 （HR1 ，
　 HR2 部層）の組み合わせ か

ら構成 され る．タ
ービダイ ト相 は ， 走 向性の 断層お

よび同斜褶曲構造 に よ り同一層序が覆瓦状 に 繰 り

返す．本層 は柬上位が卓越 し， 特に下位層ほ ど タ
ー

ビ ダイ ト相 の 破 断化 が 著 しい ．また ， タービ ダイ ト

相の最下部に は P タ イ プ の多色頁岩 （半遠洋性堆積

物；平 ほ か
，
198 ）が観察 され ， そ れ 以下の 地層 は欠

如し て い る．

　上豊似層は ， 広尾層 と比較す る と変形 が 弱 く，大

小 さまざ まな オ ーダ の 褶曲構造 に よ り同
一

層序が

繰 り返す．本層は，層厚 3100m の タ ービ ダイ ト相

（Kl ，
　 K2

，
　 K3 ，

　 K4 部層）か ら構成さ れ る。上 豊似

層 は ， 厚 さ 5−10m オーダ の ガラ ス質凝 灰岩を特徴的

に挟在す る．

2．北部 ユ ニ ッ ト

a ．歴 舟 川 地 域

　歴舟川流地域 に 分布す る 中の 川層群 は ， 西か ら広

域に分布す る ヤ オ ロ マ ッ プ川層（層厚 4100m）， 坂下

層（層厚 220m ），東 縁部 に 狭長 に 分 布す る 尾 田 層

（170m）に 区分さ れ る （Fig．5）．3 つ の 累層 はす べ て

断層関係で あ る．ま た ， 3 つ の 累層 と も 夕
一ビダイ ト

相 の み か ら構成さ れ る．ヤオ ロ マ ッ プ川層は ， 走向

性 の 断層お よ び ア コ ーデ ィ オ ン 状 の 褶 曲構 造 に

よっ て 同
一

層序が数度繰 り返す．本層 は ， YM1
，

YM2
，
　 YM3

，
　 YM4 お よび YM5 の 5 つ の部層に区

分さ れ る．尾田層は広尾層と同様 に 東上位層が卓越

し ， タービ ダ イ ト相 の破断化 が 著 し い ．ま た
，

ヤ オ

ロ マ ッ プ 川 層お よび尾田層最下部に は ， 広尾層 に お

い て認め られる ような半遠洋性 泥岩 （P タイ プ の 多

色頁岩）が観察さ れ る．坂下層は，開い た 向斜構造 に

よ っ て 同
一

層序 が 2 度繰 り返 す ．本層中に は ， 上 豊

似層 と同様な 白色の 厚 い ガ ラス 質凝 灰岩 が挟在 さ

れ る．

b．美生川地域

　美生川流域 に 分布 す る 中 の 川層群 は， か っ て層序

学的な検討が 行われ て お らず ， 今回美生層 と仮称 す

る．本層 は， 変形 の弱 い タービ ダ イ ト相の み か ら構

成さ れ て い る．また ， そ の 岩相 か ら BS1
，
　BS2

，
　BS3

の 3 つ の部層に 区分 され る （Fig，6）．しか し，そ の

分布域 が 狭 く， そ の 西部域が ホ ル ン フ ェ ル ス化 し て

い る た め に層序学的 ・堆積学的的情報は 乏 しい ．美

生層は，全体 と して 泥岩優 勢の タービ ダイ ト相が卓

越す る．ま た ， BS3 部層 に は，ガ ラ ス 質凝灰岩薄層

を数枚挟在 して い る．本層 は 4000m 以上 の 層厚が

見積 も ら れ ， ア コ ー
デ ィ オ ン 状 の 褶曲構造 に よ っ て

同
一

層序が繰 り返す．
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Fig．3．　Stratigraphic　sections 　of 　each 　facies　association ．　See　Tables　l　and 　2　for　symbols 　of 　facies．

Table　2．　Classification　 of　facies　associations 　of　the　Nakanogawa 　Group．
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中 の 川層群 の 堆積相 と古流系

　　中 の 川 層群 に お い て 観察 さ れ る タービ ダイ ト相

は ， 主に単層オ ーダで の岩相や堆積構造 ， 単層厚 ，

組織の相違 に 基づ き 7 つ の堆積相 （facies）に区分さ

れ る （Table　1）．さ ら に こ れ ら の 堆積相は，そ の 共存

関係や分布の特徴 に よ り， これ らの 堆積相 の 集合体

で あ る よ り大 き な単元 の 堆積相組合 わ せ （facies

association ）に ま と め る こ と が で き る （Mutti ＆

Ricci−Lucchi，1978）．本 論 で は，　 Mutti ＆ Ricci
−Lucchi （1978），

　 Walker （1978＞，
　 Walker ＆ Mutti

（1973）の 海底扇状地 モ デ ル を参 照 して 7 つ の 堆積
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Fig．4．　Sedimentlogical　column
from　the　Hiroo　coast 　area 　with

corresponding ，　 paleocurrent

and 　paleoslope 　directions　and

sandstone 　compositions ．

相組合せ を設定し （Table　2；Fig．3），各地域 ご と に

堆積相組合せ に基 づ い た ル ー
ト柱状図 を作成 し た

（Figs．4，
5

，
6 ＆ 7）．な お ， 柱状図 に 示 した古流向

と古斜面方向の解析方法 は，君波 （1983）お よび山内

（ユ983）に 従 っ た．図 中の 古流向や 古斜面方向は ， そ

の 層準 に お けるベ ク トル 平均値で ある．

1．広尾海岸地域

a ．堆積 シ ーク エ ン ス

　広尾層 ・上豊似 層 ともに ， 層厚数百〜数十 m オ ー

ダ の チ ャ ネ ル 充填堆積相 （C．S．A ．・S．C．A ）と自然堤

防相 （T ，SJD の組み合わ せ か らな る 上方細粒化シー

ク エ ン ス の 繰 り返 し か ら構成 さ れ る （Fig．4）．こ の

チ ャ ネル 充墳堆積相中に は ， 大規模な ス ラ ン プが頻

繁に観察される．広尾層 の 基底部 に は ， 半遠洋性泥
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1Fig．5．　Sedimentlogical　column
from　 the　 Toyoni　 river 　 area

with 　 corresponding
，　 paleo

−

current 　and 　paleoslope 　direc−

tions　and 　sandstone 　compo −

sitions ．　See　Fig．4for　symbols 　of

facies　association ．

岩（G ．M ．）を伴 う．　 G ，M ．は，四万十帯 で 記載 され て

い る P タ イ プ の多色頁岩 （平ほ か ，1980）お よ び現世

の 日本海溝外側 斜面上 に 堆積 し て い る半遠洋性泥

岩の 記載 （Cadet　et　al ．
，
1987） と類似す る．両層 と

も全体 と して 1回 の 上方粗粒化を 示 し ， 深海底上 に

広が っ た 大 きなチ ャ ネ ル
ー

自然 堤防複 合体 を形成

して い た もの と思 わ れ る．

b．古流向 ・古斜面方向

　広尾層は変形が 進ん で い るため デ
ー

タが 少 な い

が ， E → W ，
　 SE → NW の 側方流 が 認 め られ る．上

豊 似 層 は SSE → NNW の 軸 流 が 卓越 す る （Fig．

4）．

2．豊似 川地域

a ．堆積 シ ーク エ ン ス
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Fig．6．　Sediment圭ogical 　column

from　 the　 Rekifune　 river 　 area

with 　　corresponding ，　　paleo −

current 　 and 　paleoslope 　and

sandstone 　 composit ｛ons ，　 See

Fig．4for 　 symbols 　 of　 facies

aSSOC 艮atlon ．

　広尾層の HR ユ 部層に お い て は ， 広尾海岸地域 と

同様 に 基底 の 半遠洋性泥岩 （G．M ．）の 上位 に 上 部扇

状地相的な チ ャ ネ ル
ー

自然堤防複合体 （S．C．A ，，　T ．S．

ID が卓越す る．ま た，　 HR2 部層 は，中部 扇状地相

的な smooth 　suprafan 　lobe　facies（S．A ．II）が卓越

する （Fig．5）．

　上 豊似層の KM1 部層 は ，
　 T ．S．1，

　 SAII か ら構成

され て お り， 下部扇状地相 の sheet 　flow　system

（Underwood ＆ Backman
，
1982）に よ っ て 説 明 され

る．KM2 部層 は ， チ ャ ネ ル 充嗔堆積物 （S．C．A ，〉か

ら構成 さ れ て お り，小規模 な 自然堤 防相 を伴 う．

KM3 と KM4 部層は ，
　 sheet 　flow　faciesが 卓越 し ，
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下部
一

中部扇状地相 的 で あ る．また ，
KM4 部 層 に

は ， チ ャ
ー トブ ロ ッ ク を含む 小規模な土石流堆積物

が観察さ れ る．豊似川地域の 上 豊似層は ， 広尾海岸

地域 の もの よ り distalな堆積相 を示 す．また ，
　KM1

部層か ら KM4 部層に向か っ て一
回 の 上 方粗粒化と

こ れ に続 く上方細粒化 を 示 す （Fig．5）．
b．古流 向 ・古斜面方向

　広尾層 ・
上豊似層 と も安定 した SSE → NNW の

軸流が卓越す る（Fig．5）．
3．歴舟川地域

a，堆積 シ
ー

ク エ ン ス

　尾田層 と坂下層 は ， 中部扇状地相 （S．A ．1，
　 S．A ．II）

が卓越 す る （Fig．6）．ヤ オ ロ マ ッ プ川 層の YM1 部

層 と YM2 部層の堆積相は ， 上部扇状地相的 なチ ャ

ネル
ー

自然堤 防複合体 か ら構成 され て い る．YM3 ，

YM4 お よ び YM5 部層 は ， 厚さ数十 m オ ーダ の 分

流 チ ャ ネ ル シ ス テ ム （S．C．A ．，　SAJ ，　T ．S，II），smooth

suprafan 　lobes（S，A ．ID 等 の 中部扇状地相 が 卓越す

る．放射状に分散す る古流向の存在 も こ れ を支持す

る．また ， 自然堤防堆積物 に は ， 小規模 な ス ラ ン プ

が頻繁 に 観察さ れ る。ヤ オ ロ マ ッ プ川層は，層序全

体 と し て 1回 の 上 方粗粒化 と 2 回 の 上 方細粒化 を

示す （Fig，6）．な お ， 尾田層の 基底部 と ヤ オ ロ マ ッ

プ川層の YM1 部層の 基底部に は， 広 尾層 と同様 の

半遠洋性泥岩 （G ．M ．）を伴 う．

b．古流向 ・古斜面方向

　尾田層の 古流向は E → W を示すが ， 尾田層 の走

向が 時計回 りに go
°
近 く回転 し て い る こ とか ら （Fig．

2），初生的 に は S → N 系の軸流と解釈 さ れ る．坂下

層は S → N の軸流が卓越す る （Fig．6）．ヤオ ロ マ ッ

プ 川層 の 古流 向と古斜面 方向は，NE → SW ，　 E →

W ，N → S と放射状 に 分散する が，基本的な供給は

NE → SW の軸流と推定さ れ る。

4．美生川地域

a ．堆積 シ ーク エ ン ス

　美 生 層 BS2 部 層 は ， 主 に distal　 turbidite

（Walker ，1967）か ら構成 さ れ る 泥岩優勢 の タービ

ダイ ト相 （T ．S．1）で あ る．　 BS1 お よ び BS3 部層は ，

smooth 　suprafan 　lobe　facies（S．AJI ）か ら構成さ れ

る ．美生層 は ，下 部
一中部 扇状地相 の sheet 　 flow

system で説明可能で あ る （Fig．7）．

b．古流 向 ・古斜面方向

　デー
タ量 は少な い が，N → S の軸流が認め られ る

（Fig．7）．

中の 川層群 の砂岩 モ
ー ド組成の 特徴

　中の 川 層群 の各累層 ご と の 砂岩組 成 の 特徴 を，

Figs．3〜6 の右列 に 示 した．試料の採集方法 ， 薄片

の 作製方法 な らび に モ
ー

ドカ ウ ン ト法 は君波 ほか

（1983）， Dickinson＆ Suczek （1979）に準拠し た。な

お
， 以下に 示 した平均値等に は ，

Figs，4〜7 の模式

ル
ー

トか らはずれ た地点の デー
タ も含 まれ て い る．

な お ， 以下の記載を行 うに あた っ て，使用 し た略号

や 随伴鉱物 ・基質 の こ こ で の 定義 を記 し て お く。

　  石英 ：Qz， 長石 ； Fd， 岩片 ： Rf．

　  重鉱物 と比 重　2．85 以下 の 雲母類 を加 え て 随伴

　鉱物 と した．

　  基質量 に は セ メ ン ト部を加え て あ る．

　  火 山岩岩片 （Vol．）をそ の 石基 の 組織 か ら，
　 Vo1．

　1 ：酸性火山岩 （お お よ そ流紋岩〜デ イ サ イ ト）起

　源 の 岩片，Vol．2 ；中性火 山岩 （お お よそ安 山岩）

　起源 の 岩片 ， Vol．3 ：塩 基 性 火山岩 （お お よ そ 玄

　武岩〉起 源の 岩片お よ び Vol．4 ：粗 面岩〜粗面

Fig．7．　 Sedimentlogical　 column 　 from 　 the

Besei　 river 　 area 　 with 　 corresponding ，

paleocurrent ，　 paleoslope 　and 　sandstone

composition ．　See　Fig．4for 　symbols 　of 　facies

associatlon ．
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Fig．8，　Three　petroprovinces　identified　 in　the

Nakanogawa 　 Group　 and 　their　 paleocurrent
and 　paleoslope　directions．

安 山岩起 源の岩片に 区分し た．

1．広尾海岸地域 ・豊似川地域

a ．広尾 層

　Qz／（Fd ＋ Rf ）の平均値 は ， 中の 川層群に お い て最

小 の 0，G9（標 準偏差 ：SD　O．05），
　 Fd／Rf 値 は ，

　 O．44

（SD 　O．18＞で あ る．小量含 まれ る単結晶石英 は，融食

構造 を もっ 酸性火山岩起源 で あ る．斜長 石 は ， 累帯

構造 を示す もの が 多 く， そ の 約半数 は ソーシ ュ ラ イ

ト化が 著し い ．本層の砂岩は主 に undissected 　 arc

の領域 に含まれ る が ， transitional　arc （Dickinson

et　al ．
，
1983） の 領域 に落ち る もの も存在す る （Fig．

9）．本層の 砂岩は，火山岩岩 片が平均 30．35（SD　6，
69）％で あ る．そ し て ， 13，99（SD 　5，56）％が酸性火山

岩類，13．57 （SD 　6．36）％が
， 中性火 山岩類 に よ っ て 占

め られ て い る．ま た，塩基性火 山岩類 も 1．94（SD 　2，

10）％ と中の 川層群で は最 も多 い ．随伴鉱物の 量 比

は最大 8．25％，平均 2．59（SD 　1．96＞％ で あ る．随伴鉱

物は ， 主 に単斜輝石や 黒雲母，普通角閃石 か ら構成

され ， 斜方輝石 ， 自形 お よ び円磨さ れ た ジ ル コ ン
，

ざ くろ 石 ， 電気石 ， ク ロ ム ス ピネ ル お よび磁鉄鉱 等

の 不透明鉱物を伴う．単斜輝石 ， 斜方輝石，普通 角

閃石 の 約半数 は 緑簾石化 して い る．基質量 は，平 均

23．97（SD 　8．91）％で あ り，そ の 多 くが 石質 ワ ッ ケ （岡

田 ， 1968）に 区分さ れ る．ま た ， 不安定成分で ある パ

ミ ス や ス コ リア を頻繁 に 伴な う こ と は ，本層 の 堆積

場が活動的島弧域 ， し か も そ の ご く近傍に位置 し て

い た こ とを示唆す る．

b．上 豊 似 層

　Qzf（Fd ＋ Rf）と Fd ／Rf の 平均値は ， それぞれ 0．12

（SDO ．06），0，39（SDO ．15＞で あ り，広尾層 の それ と

比較的近 い ．こ れ ら は，広尾層と同様 に undissected

arc か ら transitional　arc の 一部に か け て の領域に

落ち る （Fig．9）．石英 と斜長石 の特徴は ， 広尾層の も

の に 類似 するが ，広尾層 に 比較 して 円磨度 が 低 く，

波状消光 を示さ な い 単結晶石英が少量認め られ る．

上豊似層の砂岩 は ， 火山岩岩片が平均 31．54（SD 　 8．

86）％ で あ る．そして ，ユ8．37（SD　6．36）％が酸性 火山

岩類，11．09 （SD 　6．81）％が中性火山岩類で ある．ま

た，塩基性火山岩類 も 1．05（SD 　O．76）％ と中の 川 層群

と し て は 多 い ．随伴鉱物 の 量比 は最大 5．56％ ， 平均

1．64（SD 　1，23）％と広尾層に つ い で多 い ．随伴鉱物

は ， 主 に 黒雲母 ， 単斜輝石 ， 不透明鉱物 ， 自形お よ

び円磨 さ れ た ジ ル コ ン か ら構成 さ れ ， 普通角閃石 ，

ざくろ石，電気石 お よび クロ ム ス ピネ ル を伴 う．基

質量 は平均 25．88（SD 　11．62）％で あ り， そ の 多 くが 石

質 ワ ッ ケ に 区分 され る．また ， 本層 もパ ミス や ス コ

リア を し ばしば伴 う．

2，歴舟川地域

a ．尾 田層

　Qz／（Fd ＋ Rf）お よび Fd／Rf の 平均値 は ， そ れ ぞれ

O．19（SDO ，06）， O．43（SDO ．10）で あ る．本層 の 砂岩 は
，

undissected 　arc と transitional　arc の境界部付近

の領域 に落 ちる（Fig．9）．火山岩岩片 の 占める割合

は，平均 24．73（SD 　6．13）％で あ り，そ の うち，ユ0．65

（SD ユ．51）％が酸性火山岩類 ， 13．26（SD 　4．58）％が 中

性火 山岩類 で あ る．随伴鉱物量比 は最大 1．69％ ， 平

均 0．88（SI）O．71）％で あ り，総 じ て 少な い ．尾 田層

の砕屑粒子 の性格な ら び に随伴鉱物組成 は ， 上 豊似

層中 の それ らに 類似す る．基質量 は平均 36．08（SD　5．

18）％ と か な り多 く， す べ て 石質 ワ ッ ケ に 区分 され

る．

b．坂下層

　Qz／（Fd ＋ Rf）の平均値 は ， 中の 川層群 に お い て 中

間的な 0、26（SD　O． 4），
　 Fd ／Rf の 平均値 は ，

　 O．36（SD
O．04）で あ る．本層 の 砂岩 は，undissected 　 arc と

transitional　arc の 境界部付近 に落ち る（Fig．9）．火

山岩岩片 の 占め る割合は
， 平均 24．21（SD 　2．39）％で

あり， そ の うち 13．70（SD　9．65）％が 酸性火 山岩類 ，
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Table　3．　Three　petroprovinces　of 　the　Nakanogawa 　Group 　and 　their　characterristics ．
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＊ 1Qz ：quarzt，　Fd ：feldspar，　Rf： rockfragment ．　Average （Standard），

＊ 2Groundmass 　texture　 of 　four　typical　volcanic 　 fragments ．　Vol．1； perlitic，　spherulitic ，

aphinitic ，　variolitic ，　fluida工structures ；rhyolite
−dacite　origin ，　VoL2 ：pilotaxitic，　 hyaloophitic

structure ；andesite 　orig ｛rl，　Vol．3： intersertal，　intergranular　textures ；basaltic　andesite
−basalt

or｛gin，
　 Vo1 ．4：trachytic　structure ；trachyte

−trachyandesite 　origin ．

＊ 3Cpx ： clinopyroxene ，　Bt： biotite，　Hb ： Hornblende，　Opx： orthopyroxene ，　Zr ； zircon ，　Oq ：

opaque 　minerals ，　Gar： garnet ，　Chs： chrQmian 　 spinel ，　Tour ：tourmaline ，　Mt ： muscovite
，　Ap ：

apatite ．

4．39（SDO ．92）％が 中性 火山岩類 で ある，随伴鉱物量

比 は最大 2．96％ ， 平均 2．26（SDG ．61）％ で あ る．随伴

鉱物組成は，上豊似層中の砂岩の それ に類似す る。

基 質量 は 平均 26．35（SD 　8．44）％ で あ り， す べ て 石質

ワ ッ ケ に 区分 さ れ る．

e．ヤ オ ロ マ ツ プ川層

　Qz／（Fd ＋ Rf＞値は ， 中の J［1層群 に お い て 中間的な

0．19（SD　O．05），　 Fd ／Rf 値 は，　 O．40（SD 　O．08）で あ る．

本層の砂岩 は，undissected 　arc と transit三〇nal 　arc

の境界部付近 に落ち る （Fig．9）．火 山岩岩片 の 占 め

る割合 は，平均 23．95（SD　3．96）％ で あ り， その う ち

14．13（SD 　4．87）％が 酸性 火山岩類 ，
7．58 （SD　2．27）％

が 中性 火山岩類で あ る．随伴鉱物量 比 は 最大 4．

70％，平均 2．16（SDO ．78）％ で あ る．随伴鉱物 は ， 黒

雲母 ， 単斜輝石， 自形お よ び円磨さ れ た ジ ル コ ン か

ら 主 に構成 され ， 普通角閃石，ざ く ろ石 ， 電 気石 ，

ク ロ ム ス ピ ネル お よび不透明鉱物 を伴 う。基質量は

平均 21．49（SD 　4．19）％ で あ り，す べ て 石質 ワ ッ ケ に

区分 され る．

3．美 生 川 地 域

a ．美生層

　Qz／（Fd ＋ Rf）の 平均値 は， 中 の 川層群 に お い て 最

大 の 0．37（SD 　O．09），　 Fd／Rf の 平均値 は，0．41 （SD 　O．

10）で あ る．粒径が 大 き く円磨度の 低 い 単結晶 石 英 ，

カ リ長石 お よび起 源不明 の 多結晶石英が 特徴的に

多 く含 まれ る．本層 の 砂岩 は， transitional　arc か ら

dissected　 arc の
一
部 に か け て の 領域 に 落ち る （Fig．

9）．火山岩岩片の 占め る割合 は ， 平均 21．77（SD　4．

52）％ で あ り， そ の うち 17，43（SD 　4，43）％ が 酸性火 山

岩類 で あ る．中性火 山岩片は ， 2．90（SD　1，7 ）％で あ

り， 中の 川層群 に お い て は最 も少 な い ．随伴鉱物量

比 は最大 3．57％ ， 平均 0．90（SDO ．76）％で あ り， 中の
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Q． Fig．9．　Diagrams 　 showing　sandstone 　compositions 　in　the 　Nakanogawa 　Group，　in 　comparison 　

ththose 　 from 　the　latest 　Cretaceous − Paleocene 　sediments 　 in 　central 　to 　eastern 　Hokkaido ．　See 　T

le3for 　legend ．　Fields　 from 　Dickinson　et　al．（1983）．N ．H ．B．：northern　Hidaka　b

t ． 川 層 群 にお いて は 最も低い． 随 伴 鉱 物 は，

に 黒 雲 母 ， 自形 お よ び 円磨 さ れ た ジルコン か ら

成 され， ざく ろ 石 ， 電気 石 ， スピネルおよ び不
明 鉱物を伴 な う．また， まれに 単 斜 輝 石 も観 察

れ るが，その 多 く は 緑簾石化 してい る．基質量は平均30 ．

（SD　 7 ． 45 ） ％ で あ り， 石質 ワッケに 区 分さ

る．ま た ， 片理 の発達 した 石英質片 岩 や 黒雲母

白 雲母の生 じた泥 質片岩 等 の古 期の 付加体起

と 推
定

さ れる砕 屑粒

も一部に観察される ． Petroprovince の 設定

よび 組 成 を比較した地 域 　中の川層 群 の累層

ーダで の砂岩組 成およ び 古 流向の共通性から，3帯 の pet
province を設定す る こと ができ る （ Fig ．

j ． 1 帯は南部 ユ ニットの広 尾層 ・ 上豊 似層お

び 北 部ユニッ ト の尾田層・ 坂下 層 か ら 構成 さ れ る

II 帯 は， 北 部 ユ ニットの ヤ オロ マップ川層 の み か

構成 される． III 帯 は 北 部ユニッ トの美生層 か ら
構成される（

ble 　 3 ） ． なお，　Table3 に おいては

1 帯の 砂 岩は 中 性火山 岩片≧酸性火山 岩片 の

^ イプ と 酸 性火 山岩 片 〉中性

山 岩片 の K タイプとに分 けて示し た． 　1帯とII 帯

断 層関 係であ る ．　II 帯 と III 帯 の 直接 の

係は不明であるが，少 なくと もラン ド サットお よ び プ

ゲ重 力 異常 図（山 本・森谷，1989 ）に 基づ く 検討によれ

， 両 petroprovince の境界（す なわち

ヤオ ロマ ップ 川層 と 美 生層 の 境 界）が 存在 する 戸

別川 と 岩内

との 間 に は大 き な 断 層 が存 在 し な い と推 定

れる． 　中の川 層群にお い て設定されたこ れら 3 帯の p
roprovince の直 接の供給源 な ら び に 北
道 中軸 部に おける構造的な 意 義 づ けを検 討 す る

めに， K− T 境 界 付 近の年代が 報告 されている 下記の

点 （ Fig 。1）におい

試料 を 採 集 し ， 砂 岩 組 成 の 比 較 検

を行っ た（Fig．9）． 　 A：空知背斜地域の函

層群 上部層 　（ Maastrichtian ；

藤， 1991 ）． 　B：空知一

ゾ帯 の 函淵層群。 宇 津内川層 （暁新 　 世 ：Yas
a ，1986）

　
C
：日 高 帯 北 部 の 上 興部 層（暁新 世 ： 田 近・岩田 ， 　
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D ： 日高帯北部の 金山 コ ン プ レ ッ ク ス ・上丸 コ ン

プ レ ッ ク ス （Campanian −
earlyMaastrichtian ：

ノXOSOまカ〉
，　1988）．

E ： 日高帯 中央部 の 二 ペ ソ ツ 層（後期 白亜 紀 ：
　 　 　 t

Watanabe ＆ Iwata，1987；驍新世 ：田近 ・岩田 ，

1990）。

G ：常 呂帯 の 佐 呂間 層群 の 中部 層（暁新世 ：岡

村 ・木村 ， 1989；秋山ほ か ， 1990）．

H ：根室帯の 根室層群川 流布層下部 お よ び活平 層

上部 （暁新世 ：海保，1984）．

考 察

　最末期 白亜紀〜古第 三 紀暁新世 の 北海道中軸部

に は，
ユ
ーラ シ ア東縁 を構成 し て い た 古東北 日本

弧一海溝系 と オ ホ ーツ ク古陸南縁 を構成 して い た

古千島弧
一

海溝系 が近接 して い た 可能性が す で に

多 くの 研究者 に よ っ て 指摘さ れ て い る （瀬川 ほ か ，

1976；木村 ・玉 木 ， 1985；木村 ，
1990）．それ ぞ れ の

前弧海盆堆積体 と解釈 され て い る，古千島弧側 の 根

室 ・佐呂間両層群と古東北 日本弧側の 函淵層群に つ

い て は従来か ら詳細な堆積学 ・堆積岩岩石 的検討 が

な さ れ て い る （た と え ば ，
Matsumoto ＆ Okada

，

1971；君波，1979； 田中・角，1981；君波・紺谷 ， 1983；

Kiminami ，1983；紺谷ほ か ， 1986）．これ らの 記載 と

今回 ， 筆者が 示 し た モ ード組成 の デ
ー

タ か ら，中の

川層群 の 3帯 の petroprovince の そ れ ぞ れ の 供給

源 と北 海道中軸部に お け る 中の 川層群 の 堆積場 に

つ い て考察 を行 う．

　根室 ・佐 呂間両層群 で 代表さ れ る古千島弧の前弧

海盆域の砂岩 は ， 成熟度が きわ め て 低 く， 中性〜塩

基性火山岩岩片の 含有 量 の 高 い 砂岩 が 特徴的 に 存

在し（君波・紺谷，1983；紺谷ほ か ，1986）， 不安定成

分 で あ る パ ミス や ス コ リ ア が 特徴的 に 含 ま れ る （君

波 ・紺谷 ， 1983；紺谷 ほ か ，
1986）．さ らに ，単斜輝

石や普通角閃石 を多量 に伴な い ， 随伴鉱物が モード

比 で 最大 10％ に 達す る特異な砂岩 も存在す る （紺谷

ほ か ， 1986）．ま た ， 根室層群 の 霧多布層の 礫岩組成

に 代表 され るよう に，中一塩基性火山岩に富ん で い

る （君波 ， 1979；紺谷ほ か ， 1986）．こ れ らの 事実 は，

堆積 場 の か な り近 傍 に お い て 中性〜塩基性火成作

用 が あ っ た （Kiminami ，1983）こ と を 示 して い る．

　そ れ に 対 して
， 函淵層群 に 代表 さ れ る古東北 日本

弧 の 前弧海盆域の 砂岩は ， 古千島弧起源の 砂岩に 比

べ て 総 じ て単結晶石英や カ リ長石 ， 酸性火山岩片 が

卓越 し （Fig ．9），重鉱物に 乏 し い ．礫岩組成 も安定成

分 で あ る砂岩 ， 黒色泥岩 ， 珪質泥岩お よ び チ ャ
ート

等の古期堆積岩類や溶 結構造 の 顕著 な流紋岩が卓

越 す る （田 中・角 ， 1981；高橋 ・和 田
，
1985）． こ れ ら

の 事実 は，
こ の 時期 の古東北 日本弧が 現在の 東北日

本 弧 の よ う な成熟し た 島弧で あ っ た こ と を暗示 し

て い る．

　一方，中の 川層群 の 1帯 の 砂岩は，Qz／（Fd ＋ Rf）値

が低 く， 特 に中性 〜 塩基性火山岩片に富む点 ， 多量

の 砕屑性単斜輝 石 お よび普通 角閃石 を伴 う点 に お

い て古千島弧前弧域の砂岩 と の 類似性が 高い （Fig．

9）．ま た，広尾層 に お い て確認 さ れ て い る E → W の

側方流の存在 も，
こ れ を支持して い る．中の 川層群

の III帯の 砂岩 は，円磨 度が低 く粒径 の 大 きな単結晶

石英 ・カ リ長石 と酸性火山岩片 に 富ん で お り， 成熟

し た 島弧起 源 ， も し く は 大陸縁弧起源 と推察 さ れ る

（Fig．9）．III帯 の 砂岩 に は，石英質片岩，白雲母や黒

雲母 を含む 泥 質片岩等の 砕屑粒子 も特徴的 に含 ま

れ る．しか し， 現在の と こ ろ ， 得 られ て い る古流向

は軸流 の み で あ り， 古流向か ら後 背地 の 方 向を直接

推定 す る こ とが で き な い ．III帯を構成す る 美生層

は ， 泥岩優勢の タービ ダイ ト相が卓越す る 点 に お い

て 新 得〜トム ラ ウ シ 地域 に 分布す る 日高累層群 二

ペ ソ ツ 層 （酒匂 ・長谷川 ， 1957；Watanabe ＆ Iwata
，

1987＞と類似す る．さ ら に ， 両層の砂岩 モ ード組成も

良 く類似 して い る（Fig。9）。また，こ れ らの 砂岩組成

の 特徴 は，日高帯北部 の 上興部層や 金山 コ ン プ レ ッ

ク ス
・上 丸 コ ン プ レ ッ ク ス と もあ る程度類似す る．

中 の 川層群 の 田帯 お よび 日高帯北部 の こ れ らの 地

層 の 砂岩モ
ード組成の基本的特徴は，古東北 日本弧

側の 函淵層群 の 砂 岩 と の 類縁性 が高 い （Fig ．9）．

　 II帯 の 砂岩 の モ
ード組成 は

，
1帯 とIII帯 の 中間的

な特徴 を示す （Fig．9）．ま た ，　II帯を構成す る ヤ オ ロ

マ ッ プ川層の 古流向は ， 放射状 に分散す る が ， NE →

SW の 軸 流 が 卓越 し，こ れ らか ら供給源 の 方向を直

接推定 する こ と は困難 で ある．

　以上 の検討結果に基 づ き ， 中の 川層群の 堆積シ ス

テ ム の 復元 を試みる．中 の 川層群 の 1帯 は， 古千島

弧 か ら砕屑物 の 供 給 を受 け て い た．こ の 帯 が 中 の 川

層群 に お い て最 も粗粒な堆積相で あ る こ と ， 砂岩中

に パ ミス や ス コ リアを多 く含む こ と，お よび不安定

成分で あ る普通角閃石 や 単斜輝石 を多量 に伴 う こ

と等 か ら，
こ の 帯 の 堆積物は，供給源 の 近 傍 に形成

された海底扇状地をな し て い た と思われ る．こ の う

ち，広尾層 と上豊似層 は ， 上部〜中部扇状地 を構成

し て い た の で あ ろ う．また ， そ の 堆積相 の 相違か ら

N 工工
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広尾海岸地域 は，豊 似川地域 よ りも proxima1 な環

境で あ っ た と考え ら れ る．中 の 川層群 の III帯 は， 古

東北 日本弧か ら砕屑物の供給を受 けて い た．III帯を

構成す る中 の 川 層群 の 美生 層 は北 か ら南 に伸 び る

海底扇状 地 の 末端相 を構成 し て い た も の と思わ れ

る． 1帯の砂岩と III帯 の 砂岩 の 中間的な組成 を示す

II帯の 砂岩 の後背地 に関して は，い くつ か の 可能性

が 考 え られ ， 現在の と こ ろ充分に特定で き な い が ，

こ の帯を構成する ヤ オ ロ マ ッ プ 川層 は ， 分流 チ ャ ネ

ル の 卓越す る 中部扇状地を構成 して い た と推定 さ

れ る．

　北海道中軸部 の 日高帯は ， 中の 川層群に お い て 示

さ れた よ うに 古千島弧 の要素 と古東北 日本弧 の 要

素 か らな る 異 な っ た供給源を持 っ 海底扇状地堆 積

物 の 複合体 で あ る 可能性が あ る．今後 ，
II帯 の 後背

地の問題 を含め ， よ り詳細な検討 を行 っ て い く必要

が あ る．

ま と　 　 め

　 日高帯の 中の川層群に お い て 堆積学 ・堆積岩岩 石

学的検討 を行 い
， 以下 の 点 を明らか に した．

（1）中の 川層群は，砂岩モ
ー

ド組成や古流向 ， 古 斜

面方向 か ら 3 つ の petroprovince（1 ，
　 IIお よ び III）

に 区分 で きる．

（2）中の川層群の 1帯の 砂岩 は，ほぼ同時代 の 古千

島弧 の 前弧海盆 の砂岩 と（根室層群 ・佐呂間層群）組

成的 に 類似す る．

（3）中の川層群 の III帯の砂岩 は，ほぼ同時代 の 日高

帯北部の 日高累層群 （た と え ば，二 ペ ソ ツ層お よ び

上興部 層）お よび古東北 日本弧 の 前弧海盆 の 砂岩

（函淵層群〉と組成的 に 類 似す る．

（4）1帯 とIII帯の間に は ， 両者の 中問的組成 を示す

II帯が存在 す る．

（5）中の 川層群 は，上記 の 2 つ の島弧一海溝系 と密

接に 関連 し て 形成 さ れた海 底扇状 地複合帯で あ る

可能性があ る．
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北海道中軸部 に 広域 に 分 く分布す る最末期 白亜 紀 〜 古第三 紀前期 の 日高累層群 は
，
2 つ の 島弧

海溝系 ， す な わ ち ユ
ーラ シ ア東縁を構成 して い た古柬北 日本弧と現在の 千島弧の プ ロ トタイ

プ で あ る古千島弧に関運し て 形成さ れ た 地域 で ある と され て い る，筆者は 日高帯の 中の 川層

群に おい て 砂岩 の モ ード組成の検討を行 い ，以下 の 点を明 らか に し た．  中の 川層群 ・1帯の

砂岩組成は 同時代 の 古千島弧 の 前弧海盆地域 の組成 （根室層群・佐呂間層群）に類似す る．  中

の川層群 ・III帯 の 砂岩組成 は ， 同時代 の 北部地域 の 日高累層群（た と え ば ，
二 ペ ソ ツ層お よ び

上興部層）および古東北日本弧の前弧海盆地域の 組成（函淵層群 ）と類似す る．  1帯 とII滞 の

間に は中間要素 を持 つ II帯が存在 す る．
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